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1  映像解析

事故状況がドライブレコーダーや映像として残っている場合、映像解析ソ
フト等を使うことにより、車両の速度、車両の挙動（どちらがハンドルを
切ったか・回避行動等）等を解析することができ、事故態様が明確になる場
合もある。
また、事故状況が映像として残っていない場合でも、見取り図や事故の
3 Dシミュレーションを作成できるソフトもあり、客観的証拠が乏しい事案
の場合には、当事者の説明する事故状況が信ぴょう性をもつか否かを検証す
るうえで役立つ場合がある。
映像の解析ソフトを購入してシミュレーションすることもできるが、証拠

の信用性等の観点から、映像鑑定を専門とする会社に依頼することの方が多
く、費用としては20万円～30万円程度かかることが多い。

2  信号サイクル

交差点に信号機が設置されている場合、各都道府県警察本部の交通管制を
担当する部署に対し、信号サイクル等を23条照会により照会することが可能
である。なお、信号サイクルは変更されることがあるため、いつの時点の信
号サイクルの照会を求めているのか明らかにしておくことが望ましい3。ま
た、23条照会に際して、事故証明書や事故場所を特定しただけでは、どの信
号機のことを指すのか不明確なことが多く、例えば、道路地図等の写しを添

3　 第一東京弁護士会第一倶楽部編著『実践弁護士業務　実例と経験談から学ぶ　資
料・証拠の調査と収集〈第 2版〉』第一法規（2024年）160頁以下。

は一切支払われませんでした。自賠責に対して治療費等の請求をしました
が、自賠責においても事故と傷害との因果関係が認められませんでした。
依頼者は、慰謝料などはいらないからせめて治療費等の実費だけでも支

払ってもらいたいという希望だったため、相手方保険会社にせめて実費分
だけでも支払ってもらいたいとの打診をしましたがこれも断られてしまい
ました。やむを得ず、依頼者には自賠責で因果関係を否定されているので
難しいかもしれないと説明をしたうえで訴訟提起をしました。
訴訟提起に当たって、裁判所としても自賠責での判断と真っ向から反す

る事実認定は難しいだろうと考え、自賠責が因果関係を否定した理由を読
み込みました。すると、因果関係が否定されたのは、事故時の衝撃が小さ
かったことが大きな要因のようでした。そこで、自賠責の認定で考慮され
ていなかったであろう依頼者の事故時の姿勢等を丁寧に主張し、尋問にお
いてもできるだけ当時の場面が具体的に想像できるよう工夫し、衝突の衝
撃が小さかったとしても本件事故時の姿勢からすれば頸椎捻挫等が生じ得
るものだということを主張立証しました。
最終的には判決で事故と傷害との因果関係が認められ、通院費の一部と

通院慰謝料の一部が認められ、依頼者が希望していた実費分以上の金額を
受け取ることができました。裁判所は独自に医学的な判断に踏み込むこと
はあまりなく、自賠責での判断を尊重する傾向にあるようですが、自賠責
で因果関係が否定された場合であっても、そこでの認定と矛盾しない事情
を主張することで、裁判所が別の判断をしやすくなるのではないでしょう
か。
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沿った和解が成立しました。
現場100回ならず 3回ではあったものの、やはり現場に直接足を運ぶこ

とは大切だなと実感しました。今はインターネットで事故現場の正確な地
図や写真を簡単に入手することができますが、事故発生態様や過失相殺割
合について争いのある事件については、ぜひ事故現場に行ってみることを
お勧めします。

3  工学鑑定

工学鑑定とは、自動車工学等に関する専門的知見に基づき、事故状況を解
析するものである。
例えば、事故現場に残ったブレーキ痕や、事故車両の損傷の形状や程度、

損傷箇所などの客観的な証拠をもとに、衝突の仕方や衝突速度を算出して、
その結果を記した意見書により、事故態様を解明するというものである。
依頼者が任意保険に加入していれば、任意保険会社が提携する鑑定会社に

依頼することもあるが、そうでない場合には鑑定を行ってくれる会社を探す
ことなる。費用は事故態様や会社によってまちまちであるが、50万円以上か
かることが多い。

4  タコメーター

タコメーターとは、エンジン、モーターなどの回転数を指示する計器であ
る。業務用のトラック等に登載されていることが多い。
事故発生当時のタコメーターを確認することにより、車両の速度等を知る

ことができ、速度超過の有無や急ブレーキの有無の証明資料となる。

経験談⑤　信号サイクルについて

都内の交差点で発生した車両とバイクの交通事故についての事案です。
車両の運転手が私の依頼者です。
車両は直進で交差点に進入し、バイクは対向車線から交差点に入り、右

折しようとしたところで車両と衝突しました。
車両の運転手は自分の対面信号は停止線直前で青色から黄色に変わった
と主張し、バイクの運転手は交差点に進入する際、自分の対面信号は右折
矢印信号が点灯していたと主張しています。
右折青矢印信号が点灯しているときは、対向車線側の信号は赤色のはず
ですから、どちらかが信号を見落としていたか虚偽の供述をしていること
になります。

この事故を取り扱った所轄の警察官は、事故の翌日、事故発生時刻の前
後20分間、事故現場で信号サイクルをストップウォッチで計測した結果を
記載した「信号現示報告書」を作成しており、取り寄せた刑事記録に含ま
れていました（筆者注：かなり以前の事件ですので、今はこういうアナロ
グな計測はしていないのではないかと思われます）。
この報告書による事故発生時刻の信号表示と、事故の目撃者（ただし、
事故発生時の信号表示は見ていませんでした）の証言を総合すると、バイ
クの運転手の主張が裏付けられることになります。
先輩弁護士から「交通事故事件を受任したら何度でも現場に行きなさい」

と言われていた私は、事故と同じ時間帯に、 3回ほど事故現場に行ってみ
ました。すると、想像していたよりもずっと大きくて交通量の多い交差点
で驚きました。しかも、信号の移り変わりを眺めていると、どうも一定の
サイクルで動いているのではないように感じたのです。
そこで、23条照会でこの交差点の事故当時の信号サイクル表を取り寄せ
てみると、実はこの交差点の信号は、コンピュータによる集中制御方式で
運用されており、信号付近の交通状況に応じて交通管制センターのコン
ピュータが信号機のサイクルを随時変更するシステムになっていることが
わかりました。そして、事故日の事故発生時刻の信号表示のデータによれ
ば、車両の運転手の主張と整合することがわかり、結局、当方の主張に
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被害者請求をするときは、まず、提出先の自賠責保険会社を交通事故証明
書で確認し、当該自賠責保険会社へ保険金（共済金）・損害賠償額・仮渡金
支払請求書等の申請書類の送付を依頼し、所定の書式一式を取り付ける14。
そして、請求する損害に応じて、以下の書類を自賠責保険会社へ提出する運
びとなる15。
なお、被害者請求は、総損害額の確定前であっても、保険金額の範囲内で

何度でもすることができる。

1 保険金（共済金）・損害賠償額・仮渡金支払請求書

所定の書式を自賠責保険会社から取り付け、請求者についての事項、自賠
責保険や交通事故を特定する事項、支払先等をそれぞれ記入し、請求者の印
鑑証明書の印を押して、提出する。

14　自賠法施行令 3条参照。
15　損害保険料率算出機構　自賠責損害調査センター「自賠責保険（共済）損害調査
のしくみ」https://www. giroj. or. jp/publication/pdf/overview_cali_survey. pdf
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